
　
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会

（
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
）
と
、
さ

が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ

ー
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
、
相
模
原
市
緑

区
）
は
、
県
央
地
域
を
中
心

と
し
た
県
内
と
首
都
圏
・
関

東
地
域
に
お
け
る
中
小
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
を
広

域
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
す

る
た
め
、
連
携
協
定
を
締
結

し
た
と
発
表
し
た
。

　
両
者
の
持
つ
企
業
支
援
の

イ
ン
フ
ラ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
相

互
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業

支
援
の
体
制
を
拡
充
。
県
内

か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
（
事
務
局
＝
東

京
都
八
王
子
市
）
は
、
埼
玉

県
や
東
京
都
、
神
奈
川
県
の

国
道
16
号
・
圏
央
道
周
辺
地

域
に
お
け
る
産
学
官
と
金
融

機
関
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
企

業
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

関
で
、
約
５
０
０
会
員
を
擁

す
る
。
こ
の
う
ち
、
技
術
支

援
な
ど
に
当
た
る
専
門
人
材

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
で

約
１
３
０
人
、
大
学
な
ど
約

30
校
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
る
。

　
一
方
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
相
模
原

市
や
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
、
民
間
企
業
な
ど
の
出
資

に
よ
り
、
１
９
９
９
年
４
月

に
設
立
さ
れ
た
起
業
家
育
成

の
た
め
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
」
。
現
在
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
な
ど
計
１
１
２
社
（
個
人

会
員
含
む
、
７
月
末
現
在
）

が
入
居
す
る
。
最
近
で
は
、

県
央
地
域
に
位
置
す
る
中
小

製
造
業
の
支
援
な
ど
も
幅
広

く
展
開
し
て
い
る
。
両
者
は

こ
れ
ま
で
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
や
交
流
会
、
補
助
金
支
援

な
ど
で
協
力
関
係
に
あ
っ
た

が
、
今
後
は
さ
ら
に
踏
み
込

ん
だ
形
で
連
携
す
る
た
め
、

今
回
の
協
定
締
結
に
至

っ

た
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
は
、
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
協
が
有
す
る
大
学
や
専

門
家
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
企
業
支
援
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
一
方
、
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
協
に
と
っ
て
も
、
Ｓ
Ｉ
Ｃ

が
長
年
培
っ
て
き
た
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
が
事
業
に
生
か
せ

る
よ
う
に
な
る
。
互
い
の
強

み
を
補
完
す
る
こ
と
で
、
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
し
、
企

業
支
援
の
幅
を
広
げ
て

い

く
。

　
第
一
弾
と
し
て
、
地
域
企

業
に
対
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
化
支
援
で
協
力
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
広
域
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
人

材
採
用
支
援
な
ど
で
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
る
。

　
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
は
Ｓ
Ｉ
Ｃ
内

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
、
県
央
地
域
に
お
け

る
活
動
拠
点
に
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
　

　
県
信
用
保
証
協
会
な
ど

は
、
関
東
経
済
産
業
局
、
県

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
と

中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
の
資
金

繰
り
を
支
え
て
き
た
実
質
無

利
子
・
無
担
保
融
資
（
ゼ
ロ

ゼ
ロ
融
資
）
の
返
済
が
今
後

本
格
化
し
て
い
く
中
、
債
務

が
拡
大
し
経
営
改
善
へ
の
道

筋
が
見
通
せ
な
い
中
小
企
業

な
ど
に
対
し
、
連
携
し
て
支

援
に
あ
た
る
。
専
門
家
の
力

も
借
り
な
が
ら
企
業
の
収
益

力
改
善
や
事
業
再
生
、
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
促
し
て
い
く
。

　
今
回
の
協
定
に
は
、
横
浜

市
と
川
崎
市
の
信
用
保
証
協

会
も
加
わ
っ
た
。
経
済
産
業

省
が
３
月
に
策
定
し
た
「
中

小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
の
一
環
で
、
企
業
の
収

益
力
改
善
な
ど
を
後
押
し
す

る
た
め
、
各
機
関
の
連
携
を

深
め
る
の
が
狙
い
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
借

り
入
れ
を
し
て
い
る
も
の
の

業
績
回
復
が
見
込
め
な
い
中

小
企
業
か
ら
の
相
談
を
受
け

た
場
合
、
通
常
は
窓
口
と
な

っ
た
保
証
協
会
や
中
小
活
性

化
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支

援
ス
キ
ー
ム
の
中
で
、
中
小

企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家

を
派
遣
。
改
善
の
た
め
の
経

営
計
画
や
再
生
計
画
策
定
を

支
援
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
計
画
策
定
後
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
他
の
経
営

課
題
に
対
す
る
支
援
は
、
１

機
関
単
独
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各

機
関
が
連
携
す
る
こ
と
で
支

援
策
を
持
ち
寄
り
「
切
れ
目

な
い
サ
ポ
ー
ト
」
（
県
保
証

協
会
）
を
実
現
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
い
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
浸
透
す

る

「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
を
巡
っ

て
は
、
県
内
で
は
融
資
の
返

済
が
２
０
２
３
年
度
か
ら
本

格
化
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化

に
加
え
、
半
導
体
不
足
や
原

材
料
価
格
の
上
昇
、
円
安
な

ど
が
続
い
て
お
り
、
業
績
に

と
っ
て
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
増
大
す
る
債
務
に
苦
し
む

企
業
も
出
て
い
る
た
め
、
総

合
的
支
援
の
さ
ら
な
る
加
速

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い

う
。
　

　
中
小
企
業
の
技
術
力
と
ア

イ
デ
ア
を
披
露
す
る
技
術
展

示
会
と
し
て
位
置
付
け
る
。

工
業
部
会
か
ら
も
、
榎
本
機

工
や
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
、

コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業
、
永
進

テ
ク
ノ
な
ど
が
出
展
す
る
。

中
で
も
コ
バ
ヤ
シ
精
密
は
開

発
し
た
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
の
計
測
デ
バ
イ
ス

を
展
示
す
る
。

　
ま
た
、
技
術
講
演
会
も
同

時
開
催
さ
れ
る
。
第
一
部
は

電
気
通
信
大
学
の
千
野

俊

猛
・
特
任
教
授
が
「
大
変
化

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
中
小

企
業
の
経
営
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
す
る
。

　
第
二
部
は
「
今
、
求
め
ら

れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
～
選
ば

れ
る
企
業
で
あ
る
た
め
に
」

と
題
し
、
日
本
品
質
保
証
機

構
の
今
村
俊
樹
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
部
門
企
画
セ

ン
タ
ー
所
長
が
話
す
。
第
三

部
で
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

に
関
す
る
講
演
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
入
場
無
料
。

　
首
都
圏
南
西
地
域
の
企
業

と
大
学
、
支
援
機
関
、行
政
、

金
融
機
関
が
一
堂
に
集
い
、

中
小
企
業
の
新
技
術
・
新
製

品
開
発
な
ど
に
つ
な
が
る
連

携
を
促
す
南
西
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
首
都
圏
南
西
地
域
産
業
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
２
年

９
カ
月
ぶ
り
リ
ア
ル
で
再
開

し
た
。
　

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
に
求
め
ら
れ
る
変
革

と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
青
山
学
院
大
学
・
相
模
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
こ
の
ほ
ど
開

催
。
今
後
、
中
小
企
業
に
も

避
け
ら
れ
な
い
脱
炭
素
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
経
済

産
業
省
に
よ
る
気
候
変
動
政

策
の
最
新
動
向
や
中
小
企
業

の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
相
模
原

市
や
東
京
都
町
田
市
、
相
模

原
商
工
会
議
所
、
青
山
学
院

大
学
、
北
里
大
学
、
さ
が
み

は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
、

地
元
金
融
機
関
な
ど
に
よ
る

運
営
委
員
会
で
実
施
し
て
い

る
。
相
模
原
市
な
ど
の
県
央

地
域
を
は
じ
め
、
町
田
や
八

王
子
市
も
含
め
た
地
域

を

「
首
都
圏
南
西
地
域
」
と
設

定
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
独

自
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
や

大
学
が
多
数
立
地
す
る
こ
と

か
ら
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
と
し
て
お
り
、
２
０

０
４
年
６
月
か
ら
交
流
促
進

の
た
め
に
定
期
開
催
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
た
だ
、
地
元
企
業
か
ら
再

開
を
望
む
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回

再
開
を
決
め
た
と
い
う
。
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県
保
証
協
会
や
関
東
経
産
局
な
ど

中
小
の
収
益
力
改
善
で
連
携

Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協
会

中
小
企
業
支
援
で
連
携
へ

今後連携を加速させる両者

先
進
技
術
交
流
展
を
開
催

会
員
企
業
が
多
数
展
示
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相
模
原
商
工
会
議
所
工
業
部
会
は
、
東
京
都
八
王
子

市
や
町
田
市
と
の
共
催
で
11
月
22
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、東
京
都
立
多
摩
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
・

東
京
た
ま
未
来
メ
ッ
セ
で
「
広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
先
進
技
術

交
流
展
」
を
開
催
す
る
。首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
（
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
協
会
）
や
相
模
原
市
な
ど
も
後
援
す
る
。
　


